20200105レムナント教会1部
    信者のスタート(使徒1:6-8)
新年あけましておめでとうございます。
2020年が明けまして、ほとんどの人が夢を抱いて、希望を描きながら一年を始めていることと思います。なかには、昨年もそのように始めたのだけれど別に何も変わらないと思って、そんなに期待などしないでスタートする人もいると思います。しかし、信者の私たちは、元旦を通して神様からのみことばをいただきました。ですから、スタートが違います。簡単にまとめて申し上げますと、2020年、また、これからの30年、“サタンを踏み砕いて神様の中に隠されていた祝福”、しかし、“信者の歩みの中に現される祝福”を契約として握って味わう、そのような2020年、これからの30年というみことばをいただきました。その契約のみことばをいただいて、信者の私たちはどのようにスタートすればいいのでしょうか。毎年、結局同じだとは思いますけれども、そこら中の人々とは違って、クリスチャン、信者の私たちは、どのように始めればよいのでしょうか。

それはまず何があっても、どんな状況であろうが、信者はイエス様の十字架と復活、また、天に昇られた昇天のことを土台にしてスタートします。これが信者のスタートです。イエス様の十字架、そして、復活と昇天、それを土台にするということは、「イエスはキリストです」という告白なのです。それを土台にして、何が何でも、何があろうが、そこからスタートするのが信者の勝利のスタートです。イエス様の十字架と復活とイエス様の昇天、まことの勝利、それを土台にして「イエスはキリストです」という告白とともにスタートします。そして、その告白は、このような宣言がその中に含まれています。イエス様がおっしゃったとおりに、「すべてを完了した」を土台にしてスタートするのがクリスチャンのスタートです。イエスはキリストです。十字架と復活と、そして、天に昇られるまことの勝利を通して、約束どおりに私たち人間にあるすべての罪と、罪から与えられるのろいの運命と地獄の勢力を完全に踏み砕いて、それを片付けられました。それを完璧に完了したわけです。ヘブル9：12を見てください。そして、その罪を口実に人間を捕らえて滅ぼそうとしていた悪魔、サタンを完全に踏み砕いて勝利なさると約束を完了しました。神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ち壊すためである。すべてを完了しました。その結果、神を離れて何をどう頑張っても滅びるしかなかった、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれていた私たちがまたいのちを与えられ、神様と一緒になる道、いのちの道が開かれるという約束を完全に完了しました。ヘブル10：20、生きた新しい道が私たちの前に開かれるようになったわけです。罪とのろい、悪魔、サタン、地獄のすべての勢力、運命を完全に打ち砕いていのちの道となられる約束をすべて完了されたわけです。それを土台にしてスタートします。
最後のメッセージのときにも申し上げましたように、宗教はここにたどり着くために必死に頑張っているものです。しかし、絶対にそこにたどり着くことなどはありえません。できません。それなのに私たちは、私たちではなくて、イエスはキリストとしてそのすべてを完了した、そこにスタートにするわけです。次元が全く違います。家を建てるときに、建築の最中、工事中と、その建築が完成して終わった後とは全く違うでしょう。小林長老さんは建築関係の専門家なのでご存知でしょうけれども、建築の途中はどのようにすれば家を正しく完成できるか、話し合いながら議論もします。ときには「ピースをもう少し深く入れるべきではないのか」「そこはピースがもう一個必要ではないのか」「あそこの材料はもう少し太いものが、丈夫なものが必要でしょう」など、いろいろな議論があります。工事中なので、間違いを修正したり、良かった、悪かった、いろいろなことがありますが、その家を楽しむことはできません。しかし、そのすべての工事が終わり、完璧に完成になったときには話が違います。どこをどうすべきなのかといった議論はもう終わりなのです。いままでの工事のためのすべてのプロセスはもう終わりです。これからは完成されたその建物の中に入って、そこを住まいにして住むことなのです。楽しむことがスタートです。いままでの苦労によって出来上がった建物を、これからは疑わずに思う存分味わい楽しむこと、そこからスタートなのです。これがクリスチャンのスタートです。イエス様の十字架と復活、まことの勝利の昇天を土台にしてください。イエスはキリストなのです。すべてを完了されました。それを土台にしてスタートするわけなので、いま建築のことでお話申し上げましたように、このスタートというものは、いままでのすべての法則から自由になってスタートするわけです。いままでの法則など何も気にせずに、特に因果応報の法則、これでこうなった、あれでこうだよという法則を始め、すべての法則をまったく気にしなくても良いのです。それがクリスチャンのスタートです。昔、こういうことだったので、あなたの家庭環境がこうだったので、あなたは元々、性格がそうなので…など、いろいろなことによってこうなるよ、ああなるよ、こうなっちゃったのだよといったお話があるかもしれませんが、そのすべての法則を無視してスタートするわけです。「すべてを完了した」を土台にしてスタートするわけですから。未信者とは訳が全く違うわけです。そして、同じ話でしょうけれども、環境や条件、状況などに左右される人生から全く自由になってスタートします。なぜなのでしょうか。すべてを完了したからです。今日の聖書に出てくる初代教会の置かれている状況をご存知ではないでしょうか。植民地の状況です。しかし、まったく関係ありません。その条件はスタート地点ではありません。状況を知らんぷりする、無視するではありませんが、それに囚われることなどはありません。条件に囚われることもありません。すべてを完了なさったわけなので、そこから自由になって、それを土台にしてスタートするわけです。
ですから、当然なことなのですが、信者のスタートは、このイエス・キリストを、キリストであるすべてを完了されましたイエス様を信じている信者の私は、無条件、幸せな者だと宣言してスタートします。よく心に刻んでいてください。無条件なのです。ここのスタートがなかなか正しく切ることができないのでサタンに遊ばれるわけです。今年は遊ばれることなく、逆にサタンを踏み砕きましょう。私たちはもうすでにそのような答えを受けている存在ですから。信者の私は無条件、幸せな者だという宣言とともにスタートします。とっくに幸せな者、今現在も後ほども、永遠に変わることなく幸せな者と宣言してスタートします。なぜ無条件、幸せな者だと言えるのでしょうか。皆それぞれ置かれている環境も事情も違うのにそう言えるのでしょうか。条件は一つしかありません。義人は信仰によって生きる。キリストであるイエス様を信じる信仰を持っていれば、その人は条件がどうであろうが、どんな過去があろうが、いまどのような険しい道を歩こうが、その人は幸せな者なのです。幸せの概念を根底から取り替えていかないと、いつまで経ってもサタンに遊ばれるわけです。信者の私は無条件、幸せな者です。家庭にどのような問題があるのでしょうか。旦那さんが浮気をしているのでしょうか。病気があるのでしょうか。無条件、イエスがキリストだと信じる信仰があれば、自分は幸せな者です。今日の交読文の中にもありました。幸いなことよ。悪者のはかりごとに一緒に走らずに、主のみことばを昼も夜も口ずさむ者、その人は幸いな者だ。川沿いに植えられた木のように、ときにかなって実を結ぶようになる。幸いな者ですと言われていたその幸いな者が皆さんであることを覚えていてください。ダビデの話ではありません。神様はアブラハムを召された途端に、「あなたは祝福の基であり、あなたを祝福するものは祝福され、あなたをのろう者はのろおうじゃないか。あなたによってすべての民族は祝福されるよ」と祝福が宣言されていました。その祝福がアブラハムのものではなくて、イエスがキリストだと信じている皆さんに成就していることを覚えていてください。イエス様が弟子たちを集めておっしゃいました。心の貧しいものは幸いです。天の御国はその人のものだから。ここに宣言された幸いな者が、弟子たちの話ではなくて、皆さんの話なのです。それが皆さんに成就しました。なぜなら義人は信仰によって生きる。皆さんのために言われていた言葉なのです。それ以外の言葉、それ以外の思い、それが自分の内側からこみ上げてくるものなのか、外からささやくものなのかに関わらず、すべてが悪霊の偽り言と断言して退けないといけません。無条件、幸せな者なのです。
ペテロが、実はよく分かっていなかったのですが、イエス様の前で「主は、生ける神の御子キリストです」と告白したときに、「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」とイエス様が祝福されました。それが私たちに向かっておっしゃっていることなのです。それが私たちに成就しました。天の御国のかぎを上げよう。ハデスの門もあなたがたには勝つことができない。その祝福が私たちのものなのです。だから、パウロが刑務所の中で告白していたように、エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのです。条件と関係なく、義人は信仰によって生きる。イエス様に集中してください。イエス様以外には何も見えないようにしてください。幸せはイエス様によって左右されるものなのです。条件、状況によってではありません。人の努力によってではありません。イエス様が人生のかぎなのです。幸せ、不幸のかぎなのです。天国と地獄のかぎなのです。信仰の主であるイエスを見上げてスタートするわけです。このイエス様を信じている人は、ローマ8：15、神様の御怒りを受けるべき子らだった者が、「アバ、父。」と呼ぶことができる子としてくださる霊をいただいて、神様とワンネスになったわけです。だから、幸いな者と言えるわけです。当然、土の器のような存在でしょうけれども、イエスを信じている者は、神のかたち、イエス様のかたちと言われ、義と認められ、栄光に富んだものだと評価されるものなのです。だから、幸いな者なのです。
　そして、この祝福は、誰も奪うことができません。ローマ8：37、だから、幸いな者、圧倒的な勝利者と呼ばれるようになるし、すべてのことを働かせて益となる、そういう人生を送るようになります。クリスチャンの歩みに根本的にだめなことはありません。益にしてくださるわけです。だから、幸いな者なのです。いままでの肉的な条件や豊かさ、人に認められるかどうかなどによって、幸せを天秤にかけていた概念を捨てなければいけません。もちろん、神様はそういったすべても加えて与えられる方です。でも、私たちの目線は、ポイントをイエスに絞っていかないといけません。いのちの祝福であると絞っていかないといけません。そうでないとサタンを踏み砕くことができないし、逆に遊ばれてしまうようになります。信者の私は無条件、幸せな者だがスタートです。今年の元旦のメッセージで申し上げますと、私たちはすでに絶対契約の隊列の中に召されていて、伝道のラインに立たされているものであるし、光の隊列を歩んでいる存在です。それをまとめると、私たちはサタンを踏み砕いて勝利できる存在にもうすでになっているということです。これがいままで30年間、私たちがいただき味わってきた答えというものです。そのように幸いな者なのです。ついつい自分の条件やいまの環境や状況などを見て、それで評価、判断しようとするから、またサタンに騙されて遊ばれてしまうようになるわけです。自分自身がどれほど尊い存在なのかも気づかないまま、イエス様があなたのために十字架で血を流されたのにそのイエス様の血潮を結果的にバカにするようなことになり、だから、サタンに遊ばれるしかないわけです。2020年は、それらを取っ払って、イエス様に集中してスタートするようにしましょう。そうなると、信者は、他のなにかに振り回されずに、確かな希望の確信をもってスタートするようになります。その希望というものは、オリンピックで金メダルをとるとか、そういう希望ではありません。
改めて申し上げましょう。それらのすべては加えて与えられるものでしょうけれども、そこが私たちのテーマではありません。この希望というものは、たとえ植民地のままの状態であっても、国が自由になるのか、あるいは束縛の状態のままなのか関係なく、私たちはイエスの証人となる希望を持つわけです。これは植民地がどうなのかなどと全く関係ないし止められません。これが私たちの希望です。正しいスタートを切る信者の場合は、つまり、「イエスはキリストです」「すべては完了した」と、その上に立って「自分は無条件、永遠に、幸いな者だ」とスタートする者は、他の何かが見えるわけではありません。イエスの証人という絶対契約が見えるわけです。何がなんでもそれだけ止められないし、必ず成就されるものなので、だから、希望を持つようになります。植民地の中でも貧しさの中でも病気の中でも、家庭環境がぐじゃぐじゃの中でも、成績が悪かったとしても、たとえ受験に失敗したとしても、希望を奪うことはできません。イエスの証人という希望は消えないまま、生き生きと生きて進むようになります。これが歴史です。そこに希望を見るようになります。そういう意味で、これはなぜ確かな希望なのかと言いますと、その前にイエス様がおっしゃったように、使徒1：7、植民地はどうなるのでしょうか。それはあなたがたは知らなくてもいいです。これは情報などは無知でも良いという次元の話ではありません。それが右に転ぶのか左に転ぶのかとは全く関係なく、イエスの証人となることには支障がありませんという話なのです。結局、彼らはイスラエルという国が独立できないまま、ずっと流れていても、イエスの証人となるという約束は徹底的に成就していくようになりました。イエスの証人、この希望は止められないし、また、言い訳などもありえないものなのです。いらないものです。この希望をしっかり確信を持ってスタートすることができるので、意味もわからないまま暗証する聖句ではなくて、マタイ6：33がしみじみ自分の告白になります。「神の国とその義とをまず第一に求めなさい」。そうすれば、何を食べるか飲むか、何を着るか、いままでこだわっていたテーマなどはさておき、テーマを変えなさい。イエスの証人となるのです。ここに希望があるから。これは地球が半分に割れたとしても消えない希望なのです。クリスチャンの希望は他のところにあるものではありません。ヨセフは奴隷になりましたけれども、神様がともにおられて幸運な者だったという表現があります。その幸運な者というのも、何もかもが上手くいったという話ではありません。このイエスの証人としての契約は消えないまま、止められないまま、ずっと進んでいったというお話です。皆さんが残りの生涯、何があっても揺れることなく、倒れることなく、騙されずに、サタンを踏み砕きつつ、勝利の道を歩むためには希望を変えないといけません。イエスの証人となるのが希望なのです。神様が与えられ、定められた希望なのです。
このようにスタートする者が、使徒1：14にあるように、植民地がどうのこうのとか、いままでこだわっていたテーマを全部片付けて、引き出しの中に入れておいて、祈りに専念します。これがスタートです。そうか。今年も祈りで始めようか。単純にそういう話ではありません。祈りに専念するためには、いままでこだわっていたこと、つまり、初代教会の場合は、植民地がどうのこうのという彼らにとってはいのちがけの一番重大なテーマを引き出しの中にしまっておいて、それから祈りになるわけです。なぜそれができるのでしょうか。すべてが完了されたわけですから、右に転ぶか、左に転ぶか関係なく、私はイエスによって幸せな者だからです。そして、神様は地球の、個人の、社会のすべてを動かしてイエスの証人の道を歩ませるわけですから。歴史もそれを中心に動かしていらっしゃる方ですから。その希望があるわけなので、祈りに専念するのです。その祈りに集中することです。集中というのは、集中できないようにするものが多いので、体質的にいろいろな邪魔があるので、いろいろな工夫を通して集中するというのも集中のお話です。その前に集中せざるをえない結論を出すことです。一本に絞られるから他のなにかにこだわらず、そこだけにこだわるようになるので集中と言うわけです。
2020年、元旦のメッセージどおりにサタンに騙されずに、特に受験を控えているレムナントは、一年間サタンに騙されやすい環境なのです。極端に申し上げると、「受験？それがどうしたの？」ぐらいにならないといけません。勉強はおろそかにするという意味ではありません。むしろ勉強のためにもそのようにならないといけません。サタンに騙されないで、300人に福音を伝える覚悟の上で、30人とみことばの運動を行うという期待を持って、3人の人が教会化される。この希望、夢を抱いて、契約とともに祈りに専念する、そのようなスタートを切っていただきたいと願います。私たちは神を離れてさまよう存在ではありません。イエスの血潮によって神様と一緒になれて、子としてくださる霊を受けたものであって、神様とワンネスになりました。いのちの祝福の幸いな存在です。スタートがそこら中の人々とまったく違うということ、まず年の初めにあたって、存分に楽しみ味わって勝利の一年になることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。2020年を私たちに与えてくださり、約束とともに、また信者として勝利のスタートを切ることができるメッセージをいただきありがとうございます。どうかいままでどおりの、あるいはそこら中の人と一緒に混ざることがないように。聖なる神の子どもである自覚をもって違うスタートを切ることができるように。それを邪魔しようとしている偽りのサタンを退けつつ、感情に左右されず、条件、環境、状況に左右されず、イエスにこだわり、みことばだけを握ってスタートできるように。それで年の初めの頃からサタンを踏み砕く勝利を味わうことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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